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令和８年７月 

News Release 

       

   県下商工会と一体となり 

小規模企業の支援を行っています  

【令和８年６月期 小規模企業景気動向調査報告書】                       

本会では、県下商工会地区内小規模企業の景気を把握するため、商工会の経営指導員に協力依

頼し、小規模企業景気動向調査を毎月実施しています。 

このたび令和８年６月期の調査結果がまとまりましたので報告します。 

 

１ 調 査 概 要 

（１）調 査 時 点 令和８年６月 30 日 

（２）調 査 対 象 県下 35 商工会（うち 35 商工会より回答）【回収率 100％】 

（３）調査対象業種 製造業（食料品・繊維工業・機械金属）、建設業、小売業（衣料品・ 

          食料品・耐久消費財）、サービス業（旅館・洗濯・理美容）の 10 業種 

（４）調 査 方 法 商工会の経営指導員に対するアンケート方式 

（５）集 計 方 法 質問項目(業況､売上､仕入単価､採算､資金繰り)の｢好転･増加･上昇｣ 

         とする数値からそれぞれ「悪化・減少・低下」とする数値を引いた値 

２ 概 要 （トピックス）  

【一部業種で需要増加の動きがみられるものの、資材高や物価高、人手不足が続き、建設

業を中心に厳しい業況が続く】 

産業全体の業況 DI（景気動向指数・前年同月比）は-41.2（前月-43.3、前年同月-30.7）で、 

前月比 2.1pt 好転した。小売業を中心に一部で需要の増加がみられる一方、建設業では資材 

調達難や価格上昇の影響が続いている。物価高や人件費上昇、人手不足等も重なり、全体と 

して厳しい業況が続いている。 

 

【製造業】 

業況は-33.3（前月-36.2、前年同月-35.2）と前月に比べ 2.9pt 好転した。観光需要等に支えら 

れ、売上が堅調に推移している業種がある一方、エネルギーや包装資材、原材料価格の高騰 

や円安が利益を圧迫しており、価格転嫁の遅れや受注減少もみられる。 

【建設業】 

業況は-74.3（前月-71.4、前年同月-28.6）と前月に比べ 2.9pt 悪化した。ナフサ不足等によ

る資材調達難や原材料価格、人件費上昇により、工期遅延や見積対応、利益確保に苦慮する

状況が続く。一部で供給改善や現場再開の動きはみられるが、依然として厳しい業況にある。 

【小売業】  

業況は-31.4（前月-41.0、前年同月-35.2）と前月に比べ 9.6pt 好転した。食料品では需要増 

で売上が伸びた事業所もみられる一方、節約志向は強く生活必需品以外の購買は慎重である。 

【サービス業】  

業況は-25.7（前月-24.7、前年同月-23.8）と前月に比べ 1.0pt 悪化した。需要回復の動きは

みられるものの、物価高や人件費、材料費、固定費の上昇により厳しい業況が続いている。 

 

３ 本調査に関する問合せ 静岡県商工会連合会  産業振興課℡054-255-9811〔担当：増田・片平〕  



- 2 - 

 

 

＜経営指導員コメント抜粋＞  
【製造業】（食料品製造業・繊維工業・機械金属業）  

・食料品ではエネルギーや包装資材の高騰、円安等の影響により、小麦等の穀類や生鮮食品

の輸入依存度が高い原材料が、利益を圧迫する要因となっている。（伊豆） 

・中東情勢の緊張緩和が期待されるものの、依然として不透明感が残り、多くの製造業に影

響を及ぼしている。（富士駿東） 

・桜えびやシラス等の地域特産品を扱う事業者では、観光需要や贈答需要に支えられ、売上

は概ね堅調に推移している。（中部） 

・機械金属業では海外情勢や資材不足の影響を受けるも、価格転嫁が進んでいない。（中東遠） 

・繊維工業では、織布業において６月末に廃業した事業所があった。ナフサ不足の影響等に

より受注量が減少し、採算の確保が困難となる前に廃業を決断した。（西遠） 

【建設業】  

・ナフサ不足により工期遅延や原材料が高騰しており、見積書の作成に苦慮している。（伊豆） 

・工事の停止や着工・引き渡し日の見通しが立たない状況が続いている一方で、徐々に現場

が動き始めたとの声も聞かれるようになっている。（富士駿東） 

・住宅改修工事の受注は一定数あるが、資材価格や人件費上昇で利益確保が難しい。（中部） 

・資材調達難により工事が停止している事業者が見られる一方、工賃のみとなる一人親方は

職人不足により多忙であるものの、工賃は伸び悩んでいる。（中東遠） 

・塗装業ではシンナーの供給不足は徐々に改善の兆しが見られる。依然として全製品が安定

供給されていないものの、一部で入荷可能となり、供給状況は徐々に回復している。（西遠） 

【小売業】（衣料品小売業・食料品小売業・耐久消費財小売業）  

・耐久消費財では商品単価が上昇しているが、顧客も承知しており影響は少ない。（伊豆） 

・物価高騰の影響により、消費者の節約志向が依然として強く、生活必需品以外の購買には

慎重な傾向がみられる。（富士駿東） 

・食料品では観光客が多く土産品等の需要があり、昨年比１～２割程売上が増加した。（中部） 

・節約志向が高まり購買が慎重となっているため、チラシの配布エリアや移動販売等により

商圏を広げ、新規顧客獲得に努めている。（中東遠） 

・学生服を主力とする衣料品店ではナフサを原材料とする商品の値上がりがみられる。（西遠） 

【サービス業】（旅館業・洗濯業・理美容業）  

・旅館業では天候や物価高等の影響により客入りが減少している。（伊豆） 

・需要回復の動きがあるものの、物価高や人件費上昇の影響で厳しい業況が続く。（富士駿東） 

・理美容業ではカラー剤やシャンプー等の材料費上昇を受け、一部事業所で料金改定を実施

したが、価格転嫁できていない事業所も多い。（中部） 

・理美容業では低価格帯の店舗と美容・エステやリラクゼーション等の付加価値を提供する 

 店舗との二極化がみられる。（中東遠） 

・洗濯業では前年比売上がやや減少し、固定費増加により利益が圧迫されている。（西遠） 

R7.6 R7.7 R7.8 R7.9 R7.10 R7.11 R7.12 R8.1 R8.2 R8.3 R8.4 R8.5 R8.6

DI値（製造業） -35.2 -29.5 -20.9 -21.0 -21.0 -17.1 -14.3 -17.1 -21.0 -24.8 -35.2 -36.2 -33.3

DI値（建設業） -28.6 -20.1 -17.1 -5.7 -11.4 -14.3 -22.8 -14.3 -14.3 -28.5 -42.9 -71.4 -74.3

DI値（小売業） -35.2 -36.2 -27.6 -23.8 -25.7 -30.5 -38.1 -35.3 -32.4 -35.2 -37.1 -41.0 -31.4

DI値（サービス業） -23.8 -24.8 -8.6 -17.1 -6.7 -6.7 -10.5 -13.3 -12.4 -13.3 -20.9 -24.7 -25.7

DI値（全業種平均） -30.7 -27.6 -18.5 -16.9 -16.2 -17.2 -21.4 -20.0 -20.0 -25.5 -34.1 -43.3 -41.2

-80.0

-70.0

-60.0

-50.0

-40.0

-30.0

-20.0

-10.0

0.0

10.0

20.0

＜令和 8 年 6 月期 業種別業況 DI 推移表＞
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金融・雇用相談実績月次報告（令和８年６月期） 
内容別内訳 

(※１件の相談で複数の対応をした場合はそれぞれにカウント) 
今月 前月 前月比 

【相談企業数】 103 107 -4 

【金融相談件数】 125 122 3 

 新規融資（借換えを除く） 90 71 19 

 既存債務の借換え 26 39 -13 

 借入れ条件変更 0 3 -3 

 消費者金融・商工ロ－ン関連 0 0 0 

 貸し渋り・貸し剥がし 0 0 0 

 その他 9 9 0 

【雇用相談件数】 293 253 40 

 

 

 

 

R7.6 R7.7 R7.8 R7.9 R7.10 R7.11 R7.12 R8.1 R8.2 R8.3 R8.4 R8.5 R8.6

相談企業 79 88 73 72 74 83 77 67 78 87 111 107 103
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【金融相談】 

金融相談件数は 125 件と前月（122 件）に比べ 3 件増加した。経費増加や物価高騰、中東情勢

の影響等を背景に、資金繰りに関する相談がみられる。またマル経融資を活用した返済負

担への対応や、補助事業・創業・新規事業に係る資金調達の相談もみられた。 

＜経営指導員コメント＞  

・経費の増加により資金繰りが悪化している事業所が多い一方、既存借入が一定程度あるた

め、追加融資には慎重な姿勢がみられる。（伊豆） 

・毎月の返済負担に関する相談があり、マル経融資の活用により支援を実施した。（富士駿東） 

・中東情勢や物価高騰の影響で受注工事の延期・中止が発生し資金繰りが悪化していること

から、マル経融資により当面の諸経費の支払いに充当する。（中部） 

・補助事業に係る経費について、マル経融資にて資金調達する案件が増加している。（中東遠） 

・設備投資を伴う創業融資の相談があったほか、景況の不透明感から新規事業に係る融資相

談や、中東情勢による景況悪化に伴う資金繰り相談もみられた。（西遠） 

 

【雇用相談】 

 雇用相談件数は、293 件と前月（253 件）に比べ 40 件増加した。人手不足が続く中、求人に応募が

少なく、業務効率化や勤務時間・休業日の工夫で対応する事業所がみられる。また社会保険

加入による待遇改善、外国人雇用、雇用ミスマッチ、助成金活用等に関する相談が寄せられている。  

 

＜経営指導員コメント＞  

・人手不足が続く中、募集を行っても応募が少なく、現在の人員で業務効率化の検討や勤務

時間・休業日の工夫により対応する事業所が増えている。（伊豆） 

・小規模事業者では人材確保が困難となっており、加入義務のない個人事業主でも社会保険

に加入し、従業員定着に向けて待遇改善を進めるケースが立て続けにみられた。（富士駿東） 

・人手不足の中、外国人従業員を雇用する際の手続きに関する相談があった。（中部） 

・雇用のミスマッチが多くみられ、従業員が定着しない事案が増加傾向にある。（中東遠） 

・人手不足に関する相談が増えており、助成金を活用した設備投資や業務効率化を検討する

事業所も増加している。（西遠） 

 

【その他商工会管内に関するコメント】  

・6/14（日）に「第 51 回 河津寄って軽トラ市」が開催され、約 1,000 人の来場があり、会

場は賑わいを見せた。（河津町） 

・近年、仁科漁港を拠点に、釣り具メーカーと漁協、地元企業のタイアップによる中規模の

釣り大会が開催されることが増えており、県内外から参加者が集まっている。（西伊豆町） 

・6/21（日）に「ゆうすい商店会」主催による「第 10 回蛍まつり」が開催された。（清水町） 

・6/28（日）にエネルギー・食料品価格等の物価高騰対策として、「第８弾プレミアム付商品

券の販売を行った。（吉田町） 

・6/7（日）に商工会主催の「第８回あさば de マルシェ」を開催した。開催以来最多の出店

者数となり、小雨であったが来場者は多く、各出店者では堅調な売上がみられた。（浅羽町） 

・6/10（水）～9/30（水）まで「奥浜名湖レシート抽選会」を実施しており、参加 76 店舗（6/3 

 現在）で 1,000 円以上（税込）のお買い物につき１応募することができる。（奥浜名湖） 

・シラス漁がまずまずの豊漁となっており、町内の雰囲気は従前とは異なっている。周辺の 

 小売・サービス業にも好影響が及んでいる。（浜名） 

・6/5（金）～10/30（金）までの５か月間、昨年より開始し好評を得た屋台イベント「わしづ 

 駅前ちょこっと夜市」を開催している。毎週金曜日 17 時～21 時に JR 鷲津駅前でキッチン 

 カーや飲食店が並び、飲食の際は立食テーブルや駅のベンチを利用できる。（新居町） 


